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第 1章 未来につなぐ都市づくりプランとは 

 

（１）本市の特徴 

宇治市は、4 本の鉄道路線が都市の骨格を形成し、市内に 14 ある鉄道駅が市街地を広くカバーしてい

ます。商業施設などの生活サービス施設のカバー率も高く、生活利便性の高い市街地が形成されています。 

また、京都や大阪のベッドタウンでありながら、平等院や宇治上神社といった世界遺産に代表される観光

資源を豊富に抱え、製造業など働く場が市内にあることも大きな特徴と言えます。 

 

（２）本市のこれまでの都市づくりと課題 

宇治市のこれまでの都市づくりは、右肩上がりの経済成長と人口増加を前提に、医療・福祉、商業、公共

交通などの都市機能の整備・提供を行ってきました。 

しかし、人口減少に直面した状況下においては、従来のような都市づくりの延長では都市機能の維持が

困難になることが予想されます。 

一般的には、居住エリアをコンパクトにし、人口密度と都市機能の維持を可能とする効率的な土地利用に

取り組む必要があります。一方で、宇治市は比較的人口密度が高く、鉄道駅から半径 1ｋｍ、バス停留所か

ら半径 400ｍの範囲に人口の約 9 割の方が居住されていることから、鉄道を中心として公共交通ネットワ

ークに恵まれた都市であると言えます。その公共交通ネットワークを介して市域全体で概ね暮らしやすい環

境が整っていることが特徴としてあげられます。 

また、市内には多くの観光客が訪れる観光地、働く場や生活の場を抱えており、単なるコンパクトな土地利

用を目指すことは、むしろ本市の特徴を損なうことも懸念されます。 

 

（３）宇治市未来につなぐ都市づくりプランが目指すもの 

前述したように、これからの宇治市の都市づくりにおいては、人口減少社会に適切に対応した、居住のあ

り方や都市機能のあり方を考える必要があります。 

そのため、立地適正化計画の制度を活用しつつ、宇治市の特徴を未来につなげるまちづくりを推進するた

めの計画として、「宇治市未来につなぐ都市づくりプラン」を策定します。 

宇治市の特徴を活かす本プランによるまちづくりを通じて、宇治市に愛着を持って住み続けたい、宇治市

で働きたい、宇治市に訪れたいと思える人を増やし、持続可能なまち・宇治市の実現を目指していきます。 

 

 

 

 

現在 

現状は高密度 

集約 

地域の特色があるのに 

 集約化するだけで良い？ 

単に集約化するのではない宇治市にあったプランに！ 

宇治市に「住みたい」「働きたい」

「訪れたい」と感じてもらえるよ

うな将来のまちづくりを計画 

未来 
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（４）本プランの位置づけ及び関連する諸計画 

本プランは、まちづくりの将来像を描いた総合的な指針である「宇治市都市計画マスタープラン」の

一部で、宇治市都市計画マスタープランに実効性を持たせるアクションプランとして位置付けます。 

また、上位計画である「宇治市第 6 次総合計画」との整合を図りつつ、都市計画マスタープランで

示したまちの将来像に即して策定するとともに、防災、公共施設、産業・観光、健康・福祉・子育て、教

育、公共交通等の関連する分野の計画や施策と連携しながら、持続可能な都市の構築とまちの将来

像の実現に向けた土地利用の誘導を図ります。 

 

本プランと関連する諸計画 

 

（５）本プランの対象区域 

宇治市都市計画マスタープランの将来都市構造を形成するため、分析や施策の検討等は、市全域

について実施し、市全域の暮らしを視野に入れて計画を作成します。なお、居住誘導区域と誘導施設

及び都市機能誘導区域の対象区域については都市計画区域とします。 

 

（６）本プランの目標年次及び見直し 

本プランの期間は概ね20年後の都市の姿を展望するため、宇治市都市計画マスタープランと同じ 

２０４２（令和 24）年までとし、見直しについても都市計画マスタープランに合わせて行います。 

 

 

 

京都府の計画 宇治市第６次総合計画

宇治市都市計画

マスタープラン

宇治市未来につなぐ

都市づくりプラン

・・・ 等

【市の関連計画】

個別の都市計画等

地域地区 都市施設 区画整理事業 地区計画 等

アクションプランとして策定
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第１章 未来につなぐ都市づくりプランとは 

第２章 現状と課題 

第３章 未来につなぐ都市づくりプランにおける基本的な方針 

第４章 居住誘導区域 

第５章 誘導施設及び都市機能誘導区域 

第６章  

防災指針 

第８章 誘導施策 

第９章 評価指標と目標値及び評価方法について 

第７章  

山間集落地 

（７）本プランの構成 

本プランの構成は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プランの構成 

 

（８）本プランで定める内容 

本プランは、「宇治市都市計画マスタープラン」を補完する立地適正化計画制度を活用したアクショ

ンプランであり、都市再生特別措置法第８１条を踏まえて作成します。併せて、「第 12 版都市計画運

用指針（令和 5年 7月 11日一部改正）（国土交通省）」、「立地適正化計画作成の手引き（令和 5年

11月改訂）（国土交通省）」を参考に、下記の内容を定めます。 

 

① 計画の区域 

② 計画の期間(※都市計画運用指針より) 

③ 立地の適正化に関する基本的な方針 

④ 居住誘導区域の設定 

⑤ 居住誘導区域に居住を誘導するために市が講じる施策 

⑥ 都市機能誘導区域の設定 

⑦ 都市機能誘導区域に施設の立地を誘導するために市が講じる施策 

⑧ 誘導施設の整備に関する事業 

⑨ 誘導区域に誘導を図るための都市の防災に関する指針（防災指針） 

⑩ 防災指針に基づき取り組む事業 

⑪ その他の地域の方針 

⑫ 定量的な目標値等の検討 

⑬ 施策の達成状況に関する評価手法の検討 



4 

■立地適正化計画制度とは■ 

・立地適正化計画は、都市全体の観点にたって作成する、居住機能や福祉・医療・商業等の都市

機能の立地、公共交通の充実に関する包括的なプランとして、平成２６年８月の都市再生特別

措置法の改正により創設された制度である。 

 

 〈立地適正化計画の概要〉 

- 都市機能増進施設の立地を誘導するエリアを設定し、医療・福祉・商業等の都市機能を都市

の拠点に集約することで生活サービスの効率的な提供を可能とする。 

- 居住を誘導し、人口密度を維持するエリアを設定し、人口減少下においても一定のエリアで

人口密度を維持することで生活サービスや地域コミュニティの維持を可能とする。 

- 暮らしを支える公共交通網を設定し、居住を誘導するエリアから各種サービスを提供するエ

リアへのアクセスを可能とする。 

 

 〈立地適正化計画の主な記載事項〉 

- 基本的な方針：住宅及び誘導施設の立地の適正化に関する基本的な方針 

- 居住誘導区域：人口密度を維持することにより、生活サービスやコミュニティが持続的に確

保されるように居住を誘導する区域 

- 都市機能誘導区域：医療・福祉・商業等の都市機能を誘導し集約することにより、これらの

各種サービスの効率的な提供を図る区域 

- 誘導施設：都市の居住者の共同の福祉や利便性の向上を図るために必要な施設。医療施設、

社会福祉施設、子育て支援施設、教育施設、商業施設、行政施設等 

- 誘導施設を誘導する施策方針：都市機能誘導区域ごとに、誘導施設を誘導するための市町村

の施策 

- 防災指針：立地適正化計画の居住誘導区域内で行う防災対策・安全確保策を定めるもの 

 

立地適正化計画の誘導区域のイメージ 

 

（出典：立地適正化計画作成の手引き（国土交通省）） 
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第 2章 現状と課題 

 

（1）上位計画・関連計画の整理 

本プランと関連する上位計画及び主な関連計画を整理します。 

 

①宇治市第６次総合計画(令和４年３月) 

本市の最上位計画である本計画は、ま

ちづくりの理念・目標や政策について、普

遍的、基本的方向を定めた「基本構想」

と、基本構想を実現するために基本施策

を体系化して、目標や取組の方向を定め

た「中期計画」で構成されています。 

 

 

②宇治市都市計画マスタープラン(令和４年５月) 

都市づくりの基本理念・基本目標などの市のあるべき姿を示した「全体構想」と、全体構想を踏まえ

地域ごとの課題や地域レベルのまちづくりの方向を示した「地域別構想」で構成されています。 

 

  

ともに築く魅力ある未来への都市

【基本理念】

【これからの都市計画の視点】

① 成熟型社会に対応した質の高い都市づくり
② 変化に適応できる都市計画プロセス
③ パートナーシップ（市・市民・事業者）による都市づくり

【都市づくりの基本目標】

 

宇治らしさを活かした選ばれる都市づくり

多様な住まい方・働き方を支える都市づくり

総合的に災害リスクに対応できる都市づくり

地域と地域が相互に連携し支え合う都市づくり
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【将来都市構造の基本的な考え方】 

（１）将来的な市街地の範囲  

市街化区域を基本に、既存市街地の有効利用を図るとともに、市街地の状態を常に改善し秩序あ

る土地利用を進めます。 

 

（２）将来的な都市の骨格 

ア． 環境負荷の小さい鉄道網を強化します。 【鉄道網】  

○JR奈良線 ○京阪宇治線 ○近鉄京都線 ○京都市営地下鉄東西線  

イ． バランスのとれた道路の幹線網を確立します。 【幹線網】 

○新たな幹線 （新名神高速道路） 

○広域連携幹線  ○地域連携幹線  ○地域生活幹線  ○構想路線  

ウ． 宇治に住む誇りと愛着を育む都市景観を形成し、世界遺産および宇治橋周辺をまちのシンボ

ルとして、 悠久の歴史を語り継ぎます。 【シンボル景観】  【骨格軸景観】  【特徴的ゾーン景観】 

エ． 水とみどりのネットワ－クを形成します。 【水とみどりのネットワ－ク】 

オ． 都市防災の充実を図ります。 【防災の拠点・緊急輸送道路】 

カ． 活力ある都市を目指す新たな取組を行います。 【産業立地検討エリア】 

 

（３）拠点の配置 

地域の特色を活かし、都市機能の集積・役割分担を行いつつ、地域を育てていくための中心的な

役割を担う「拠点」を配置します。 

・中枢拠点（JR宇治駅および京阪宇治駅周辺から宇治市役所周辺） 

行政、スポーツ・レクリエーション、市民文化、商業、観光などの機能を複合的に持った中枢拠

点を設定し、高次元の都市機能の充実を図るとともに、優れた様々な都市機能が集積する都市

空間を形成します。 

・連携拠点（JR六地蔵駅周辺、近鉄大久保駅および JR新田駅周辺） 

都市の活力を生み出すために、周辺市町との連携に配慮し、広域的な交通結節点としての立

地条件を活かした拠点を形成します。周辺市町との一体性や相互効果により、広域的な交通タ

ーミナルを中心としたにぎわいと活力ある都市空間を創出します。 

・地域拠点（近鉄小倉駅周辺、JR黄檗駅および京阪黄檗駅周辺） 

公共交通の利便性を活用することを念頭に、日用品を主体とした商業施設や生活利便施設な

どを基本としつつ、様々な生業の商業や歴史・文化が重層的に織りなすことで、魅力ある多様な

交流の場を創出します。 

・ものづくり産業拠点（槇島地区、大久保地区および宇治地区） 

・みどりと交流の拠点（山城総合運動公園、植物公園、天ヶ瀬森林公園、アクトパル宇治、 お茶と宇

治のまち歴史公園、各種公園、巨椋池干拓田 など） 

・防災の拠点（山城総合運動公園、黄檗公園、西宇治公園、医療・福祉施設等整備促進エリア） 
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【将来都市構造図】 
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③関連計画（防災） 

○宇治市地域防災計画（令和４年７月） 

防災に関し、総合的・計画的な業務遂行を図ることを目的として、宇治市防災会議が策定する計画

です。災害の予防計画、応急対策計画、復旧計画など、必要な事項を定めています。 

○宇治市国土強靭化地域計画（令和３年３月） 

国や京都府の取り組みに合わせて、国土強靭化に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、

市民、京都府及び国、事業者等とともに強靭で安全・安心な地域づくりを進めていくための計画です。 

 

④関連計画（公共施設） 

○宇治市公共施設等総合管理計画（平成２９年１２月） 

公共施設等の適正配置や計画的保全により持続可能な市民サービスを維持していくため、公共施

設等の現状と課題を整理し、更新・統廃合・長寿命化などの基本的な方針を定めています。 

【関連する取組方針】 

方針③施設性能の保全 

・計画的な予防保全及び長寿命化により公共施設の耐久性を向上させる 

方針⑤公共施設総量の適正化 

今後 30年間（令和 28年度まで）で 20％削減することを目標 

○宇治市公共施設アセットマネジメント推進計画（令和４年４月） 

本計画は、持続可能な市民サービスの提供に向けて、公共施設のアセットマネジメントを推進する

ため、長寿命化計画及び個別施設計画として策定し、将来費用や個別対策を取りまとめたものです。 

【実施方針】 

施設の長寿命化による維持・管理経費の縮減に取り組みながら、市民サービスの提供の場とし

て、時代に応じた公共施設への見直しに向けて、既存の公共施設の有効活用とともに、地域の特性

も考慮する中で、施設の機能を集約し、複合・多機能型施設の整備を行うことを目標とします。 

 

⑤関連計画（産業・観光） 

○宇治市産業戦略（改訂版）（令和４年３月） 

宇治市の産業振興についての方針を示し、具体的な取組を進めることにより、市外からの需要や人

の流れを呼び込むとともに、市内の経済循環を促進することにより市内経済を活性化させることを目

的とした計画です。 

【目標】 

将来にわたって持続発展できる強い市内産業をつくり、多様な働く場を創出することにより、定

住人口を確保し、市民の豊かな暮らしを実現する。 

【産業戦略の取組みの方向性】 

１ 市内産業の進化・発展 “U”（Upgrade） 

２ 交流・連携の強化 “J”（Join） 

３ 新たな産業の創出 “I”（Innovation） 
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○第２期宇治市観光振興計画（令和５年３月） 

観光客のニーズや社会情勢の変化を把握し、POST コロナ社会においても戦略的な施策を展開し、

取り組みを進めていくことにより、従来の観光資源に加えて新たな宇治の魅力を発見し、宇治らしさ

のある観光地を目指していく計画です。 

【基本理念】 

宇治のブランド力を未来へ織りなす 

【前期アクションプラン（令和 5～7年度）コンセプト】 

新たな時代に輝く宇治の観光まちづくり 

 

⑥関連計画（福祉） 

○第３期宇治市地域福祉計画（令和４年３月） 

本計画は、社会福祉法第 107 条に規定されている市町村地域福祉計画として地域福祉の推進に

関する事項を一体的に定めるとともに、他の福祉関係計画と共通する部分の上位に位置付け、総合

的に推進するための計画です。 

○宇治市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画（令和３年３月） 

本計画は、老人福祉法第20条の8に定める「老人福祉計画」と介護保険法第 117条に定める「介

護保険事業計画」とともに、健康増進法に基づく施策などを併せ、一体的に策定するものです。老人

福祉計画は高齢者の福祉施策の推進を図るための計画であり、介護保険事業計画は、介護サービス

の円滑な実施を図るとともに、サービス提供体制の確保及び適正な運営を実現するための計画です。 

【基本理念】 

１ ふれあいと支え合いのまちづくり 

２ 自分らしく生涯健康でいきいきと暮らせるまちづくり 

３ 住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり 

○第２期宇治市子ども・子育て支援事業計画（令和２年３月） 

子どもや家庭を取り巻くさまざまな課題などに対応しつつ、各計画と連携しながら、子ども・子育て

支援施策を進めるとともに、新たに「子どもの貧困対策の推進に関する法律」に基づき、近年社会問

題化してきている子どもの貧困対策を総合的に推進していくことにより、切れ目のない支援による子

どもの育成支援を目指していきます。 

【基本理念】 

次代(あす)を生きる子どもたちの夢と笑顔を育むまち宇治 

【基本目標】 

１ 子どもの健やかな成長・発達への支援の充実 

２ 安心して子どもを生み育てられる切れ目のない支援に向けた環境づくりの推進 

３ 地域で子育て支援ができる環境づくりの推進 

４ 仕事と子育てを両立できる環境づくりの推進 

５ 配慮を必要とする家庭へのきめ細かな取組の推進 
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⑦関連計画（住まい） 

○宇治市住宅マスタープラン（平成２９年３月） 

住宅マスタープランは、市民の皆さんが住んでよかったと思える、住みごこちのよい魅力ある住まい

づくりを目指すために、市民・事業者・行政が協力しながら住宅施策を進めるための指針を示すもの

です。 

【将来の住まい・まちづくり像】 

住みごこちのよい未来に住み継ぐ安全・安⼼な住まい・まちづくり 

【基本目標】 

１ 安⼼して暮らせる住まい・まちづくり 

２ 地域の魅⼒を活かした住まい・まちづくり 

３ 多様な居住ニーズに対応した住まい・まちづくり 

４ 協働の住まい・まちづくり 

○宇治市空き家等対策計画（平成３１年３月） 

本計画は、法第６条第１項に規定する「空家等対策計画」であり、管理不全な空き家等の対策に加

え、空き家等の利活用を含んだ空き家等に関する施策を総合的かつ計画的に実施するため、国の基

本指針に即した計画です。 

 

⑧関連計画（交通） 

○宇治市公共交通体系基本計画（令和３年７月） 

これまでの公共交通の状況を踏まえ、今後の公共交通における市民、事業者、そして行政の役割を

明確にするとともに、全市的な本市の持続可能な交通体系についての基本的な考え方を整理し、具

体的な施策へと展開していくための計画です。今後、公共交通の状況等を注視しながら、必要に応じ

て本計画を基に、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく取組みを検討します。 

【基本方針】 

１ モビリティ・マネジメントや環境整備をはじめとする既存公共交通の利用促進 

２ 既存公共交通を基盤とした新たな移動ニーズへの対応 

３ 市域全体の持続的発展に向けたまちづくりと一体となった公共交通ネットワークの充実 

４ 技術革新やＩＣＴの導入による多様化するニーズへの対応 

 

⑨関連計画（まちづくり） 

○第２期宇治市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年３月） 

人口ビジョンにおいて示した人口の変化による将来への影響、課題を踏まえた上で、人口減少に歯

止めをかけ、持続的に発展するまちを目指した今後の目標、基本的な方向、具体的な施策を示してい

ます。 

【宇治市が目指す将来の方向】 

１ 宇治への愛着・誇りの醸成を通じた人口の定着と流入の促進 

２ 交流人口・関係人口の拡大を通じた地域の活性化 

３ 活力ある市内産業の発展による多様な働く場づくり 

４ 子どもを産み育てやすい環境づくり  
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○近鉄小倉駅周辺地区まちづくり基本構想（令和４年３月） 

近鉄小倉駅周辺における住環境の改善や商業の活性化、また駅前広場の設置や地下通路のバリ

アフリー化など日常の生活に直結する課題に加え、防災機能の強化など多くの課題に対して、将来の

あるべき姿を見据えたまちづくりを総合的に進めるための構想です。 

 

 

  

　

✦歩行者安全対策の実施

✦交通渋滞の解消

✦住宅ストックの質向上

✦住宅ストックの流通・利活用促進

✦土地境界の明確化

✦宇治市景観計画に基づく景観形成を図る検討小規模商業の振興

景観計画重点区域設定の検討

良好なアクセス性の維持向上

西小倉コミュニティセン

✦私道の市道認定の取り組み促進

✦駅前のにぎわい拡大との相乗効果による沿道の活性化

商業施設などによる沿道のにぎわい創出

つな

ぐ

浸水

対策

商業

振興

住宅

改善

道路

改善

駅前商業地の活用

住宅ストックの質向上と活用促進

✦商店組合等の連携活用

✦小規模店舗の連なり・つながり

✦雨水排除計画による雨水対策事業の実施

継続的な浸水対策

交通結節機能の強化

いざ

なう

駅前商業地の活用

西宇治公園

北小倉小学校

城南菱創高等学

西小倉小学校

南小倉小学校

✦“いざなう”ための駅西口
既存店舗によるまちの活性化

地区内道路（私道）の市道認定

巨椋神社

小倉公民館

景観

形成

✦東西分断改善としての駅舎整備

✦“あつめる”ポテンシャルのある 商業施設等の立地促進

交通

環境

旧大和街道 巨椋神社周

旧大和街道

連続した店舗の立

近鉄京都線

にぎ

わい

あつ

める

旧大和街道住宅ゾーン

駅西住宅ゾーン

幹線道路沿道ゾーン

駅前ゾーン

近鉄小倉駅



12 

（２）都市の現状 

①人口 

○人口の推移 

・人口は平成２２年まで増加傾向でしたが、平成 27 年以降は減少傾向に転じており、令和 2 年の

総人口は 179,630人となっています。 

・昭和 55年以降、高齢化率（65歳以上）は増加し、令和 2年では 30％に到達しています。 

 

 

総人口の推移 

                       （出典：国勢調査） 

 

 
人口構成の推移 

                       （出典：国勢調査） 
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○将来人口の推計 

・将来人口においても、引き続き、人口減少が予想されています。 

・第 2期宇治市人口ビジョンでは、2015年の国勢調査人口をもとに、2060年で概ね 15万人堅

持を目標としています。 

 

人口推計 

（出典：第 2期宇治市人口ビジョン） 

 

○人口集中地区（ＤＩＤ）区域※推移・面積 

・DID 区域面積は、昭和 50 年から平成 7 年で 1,535ha→1,982ha に、平成 7 年から令和 2

年で 1,982ha→2,370haに拡大しています。 

 

ＤＩＤ区域の推移 

昭和 50 年から平成 7 年        平成 7 年から令和 2 年 
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○人口動態 

・人口動態の状況をみると、20歳代が転出超過、30歳代が転入超過の傾向がみられます。 

・転出は関東、大阪府、京都市へ、転入は主に京都市が多くなっています。 

 

人口動態 

                        （出典：第２期宇治市人口ビジョン） 

 

年齢階層別転入・転出者数（H30） 

                   （出典：住民基本台帳人口移動報告、第２期宇治市人口ビジョン） 

※関東…埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 
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②住宅・土地利用 

○空き家戸数・空き家率 

・空き家戸数は増加傾向にあります。 

・一方、空き家率は 10％前後で推移しており、全国と比較すると低い傾向にあります。 

 

空き家戸数・空き家率の推移 

（出典：各年住宅・土地統計調査、宇治市都市計画マスタープラン） 

 

○工業系用途地域の状況 

・本市の用途地域は住居系が 77.1%、工業系が 20.1%、商業系が 2.8%を占めています。 

・全国と比較しても工業系用途地域の比率は少なくなっています。 

 

工業系用途地域の比率 
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③交通 

○駅・バス徒歩圏カバー状況 

・鉄道駅から半径１km、バス停留所から半径 400mの範囲に人口の約９割の方が居住されており、

鉄道を中心として公共交通に恵まれた都市となっています。 

 

 

公共交通の徒歩圏図 

（出典：宇治市公共交通体系基本計画） 
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○公共交通利用数 

・鉄道：利用者数は微増傾向にあります。交通機関別では、近鉄京都線と京阪宇治線は微減傾向、

京都市営地下鉄東西線は微増傾向にあります。また、ＪＲ奈良線は複線化等の利便性向上や観光

入込客の取り込みなどにより増加傾向にあります。 

・バス：利用者数は緩やかに減少傾向にあります。平成 25 年度には、明星町、西小倉、槇島町の３

地域で事業者による自主運行路線が休廃止となっています。 

 

鉄道別年間乗降数推移 

（出典：宇治市統計書、宇治市公共交通体系基本計画） 

 

宇治市内の主要バス停別年間乗降数推移 

（出典：宇治市統計書、宇治市公共交通体系基本計画） 
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④経済 

○小売業事業所数・従業者数の推移 

・小売業事業所数は減少傾向にあります。 

・年間商品販売額は増加傾向、事業所数・売り場面積・従業者数は減少傾向にあります。 

 

商業の状況 

 

（出典：経済センサス‐活動調査（2012年、2016年）、商業統計調査（2014年）） 

 

○大規模小売店舗の動向 

・店舗面積１万㎡を超える大規模店舗が撤退傾向、中小規模のスーパー等が新たに立地する傾向

があります。 

 

宇治市大規模小売店舗の主な撤退状況と食品スーパー等の開店状況（2016 年以降） 
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○産業別事業所数・従業者数の推移 

・事業所数、従業者数は平成 26 年に一時的に増加したものの、全体としては医療・福祉の分野を

除き減少傾向となっています。 

・事業所数は平成28年と平成21年との比較で、大きく減少している業種（卸売・小売業、宿泊業・

飲食サービス業、建設業、製造業など）が多数みられ、全体で 841（13.4％減）事業所が減少して

います。 

 

産業別事業所数の推移 

 

（出典：経済センサス） 

※2012（平成 24）年調査については、農林漁業とサービス業の一部が調査対象外であるため参考値 

 

産業別従業者数の推移 

 

（出典：経済センサス） 

※2012（平成 24）年調査については、農林漁業とサービス業の一部が調査対象外であるため参考値 
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⑤財政 

○歳入・歳出 

・近年、経常収支比率は高い水準で推移しています。 

・歳入は、一般財源比率は 0.41、歳出は、総務費・民生費の他には、土木費・教育費・衛生費の歳

出が多くなっています。 

 

 

実質収支・単年度収支・経常収支比率の推移 

（出典：宇治市普通会計決算概要 第 6次総合計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 

865（億円） 

財源別歳入の状況（R２年度） 目的別歳出の状況（R２年度） 

（出典：総務省決算カード） 

 

（出典：総務省決算カード） 
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○公共施設の改修・更新に係る将来費用 

・公共施設の改修、更新等に係る費用は、25 年間で約 834 億円、長寿命化パターンでみると約

33.4億円（年）という試算結果となっています。 

 

 

公共施設の改修・更新等にかかる費用 

（出典：宇治市公共施設ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進計画） 

※宇治市公共施設等総合管理計画では、過年度の実績からこれまで公共施設の更新にかけてきた費用を年

間 30.8 億円としています。宇治市公共施設ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進計画においては、消費税変更を加味し、年

間 32.1億円を施設更新等経費として財政的に見込まれる水準、すなわち「財政フレーム」としています。そ

れに対して、施設の長寿命化をしつつ施設更新を進めた場合の今後かかる事業費を「長寿命化パターン」

として示しています。 
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⑥災害ハザード 

○土砂災害 

・土砂災害警戒区域・特別警戒区域等が山間部を中心に指定されています。また、市街化区域内

の一部にも指定されています。 

 

 

土砂災害警戒区域・特別警戒区域 
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○洪水 

・想定最大規模降雨（L2）※による宇治川・木津川の浸水想定区域は、市街化区域の広範囲に広

がっています。 

 

宇治川・木津川洪水浸水深（想定最大） 

※L1＝計画規模。降雨規模は宇治川、木津川の 150年に 1回程度を想定 

L2＝想定最大規模。降雨規模は 1000年に 1回程度を想定 
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・計画規模降雨（L1）※による宇治川・木津川の浸水想定区域は、市西部の市街化区域内に一部あ

ります。 

 

宇治川・木津川洪水浸水深（L1 計画規模 1/150） 

※L1＝計画規模。降雨規模は宇治川、木津川の 150年に 1回程度を想定 

L2＝想定最大規模。降雨規模は 1000年に 1回程度を想定 
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・想定最大規模降雨（L2）の場合、浸水が１日以上継続する区域が広がっています。 

 

 

宇治川・木津川浸水継続時間（L2 想定最大規模 1/1000） 

※L1＝計画規模。降雨規模は宇治川、木津川の 150年に 1回程度を想定 

L2＝想定最大規模。降雨規模は 1000年に 1回程度を想定  
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・宇治川沿岸に家屋倒壊等氾濫想定区域が広がっています。 

 

 

 

家屋倒壊等氾濫想定区域 
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○内水 

・内水氾濫浸水実績箇所は河川の周辺や地盤高が低い箇所に広がっています。 

 

 

内水氾濫浸水実績箇所 
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⑦都市機能 

○医療機能（内科・外科） 

・医療機能の徒歩圏充足率は市街地を概ねカバーしています。 

 

 

医療施設（内科・外科）の徒歩圏(800m)カバー状況 

（出典：国土数値情報、R2） 

※徒歩圏 800ｍは都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）を参考に設定 
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○商業施設 

・以前は、駅周辺に大規模小売店舗の集積が見られたが、現在は拠点ごとに差がある状況となって

います。 

・日常生活に必要なスーパーは市街地全域に広く分布しています。 

 

 

大規模小売店舗(店舗面積 1000 ㎡以上)の徒歩圏(800m)カバー状況 

（出典：全国大規模小売総覧 2022） 

※徒歩圏 800ｍは都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）を参考に設定 
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スーパーマーケットの徒歩圏(800m)カバー状況 

※2022年９月時点 

※徒歩圏 800ｍは都市構造の評価に関するハンドブック（国土交通省）を参考に設定 
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⑧歴史・文化・観光 

○観光入込客数の推移と観光消費額の推移 

・近年は 2015年度、2019年度は 559.8万人と最も多かったが、2020年度以降は新型コロナ

ウイルス感染症の影響で大幅に減少しています。 

・観光消費額についても、観光入込客数の推移と同様の傾向がみられます。 

・一方、観光入込客一人あたりの観光消費額は、2018年以降減少傾向にあります。 

 

 

 

宇治市における観光入込客数 

（出典：宇治市観光入込客数統計） 

 

 

 

観光消費額 

（出典：宇治市観光入込客数統計） 
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観光入込客一人あたりの観光消費額 

 

 

○観光客の訪問目的、訪問施設 

・観光客が宇治市を訪れる目的は寺社・旧所巡り、まちの景観、宇治茶・スイーツが大半となってい

ます。 

 

観光客の訪問目的 

（出典：宇治市観光動向調査（Ｒ4）） 
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・観光客の大半が宇治地域の施設を訪問・利用しています。 

 

観光客の訪問施設 

（出典：宇治市観光動向調査（Ｒ4）） 
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○文化施設の分布 

・美術館・資料館・図書館等の文化施設は市街化区域縁辺部を中心に立地しています。 

 

 

文化施設の分布状況 
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⑨市民ニーズ 

・キーワードは「宇治ならでは」「宇治らしさ」「多世代の交流」「子育て環境」「高齢者の活躍」「働く場

の確保」「情報発信」があげられます。 

・重要な取組については、「防災」「防犯」など安全・安心に関する取組があがっており、若年層では

「観光」「茶業」、高齢者では「福祉」「消防」に関心が集まっています。 

まちづくりの方向性に関する市民意見 

 

（出典：宇治市第 6次総合計画） 

 

宇治が暮らしやすいまちになるために重要な取組 

 
（出典：宇治市第 6次総合計画） 
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（３）都市の課題 

①本市の現状と将来の懸念 

本市の都市の現状を踏まえ、将来懸念される事項について整理を行います。 
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②本市の抱える課題 

本市の現状と将来の懸念を踏まえ、課題を整理します。 

 

○拠点の役割に応じた充実・強化 

①人口減少による市街地の人口密度低下 

③拠点間を結ぶ公共交通ネットワーク 

④大型店舗の撤退等による市民ニーズの変化への対応 

⑤公共施設等の維持に対する財政的懸念 

⑦拠点毎に求められる役割の明確化 

⑧歴史文化遺産の保存と活用による次世代への継承 

⑨「宇治らしさ」を感じるまちづくりが求められている 

 

○多様な暮らしに対応できるまちづくり 

①就職期の若者の転出超過 

②働く場の確保に必要な活用できる土地の不足 

④主要産業である製造業の減少 

⑤高齢化に伴う扶助費等に対する財政的懸念 

⑦人口減少に伴う生活利便施設撤退の懸念 

⑨子育て世代に選ばれ、あらゆる世代が住みやすいまちづくりが求められている 

 

○安全・安心な環境づくり 

③道路被災時の緊急輸送に対するリスク 

⑤老朽化が進み、公共施設の被害が大きくなる恐れ 

⑥ハザードの周知（人口密度が高い地域が重複） 

⑦避難所機能を持つ施設の撤退等のリスク 

⑧世界遺産等歴史的文化遺産の被災による地域資源が損なわれるリスク 

⑨防災、減災による安全で安心なまちづくりが求められている 

 

○公共交通が利用しやすい交通環境づくり 

③バス利用者減少に伴う不採算路線撤退の懸念 

③交通結節点までの移動手段の確保 

③新たな移動ニーズへの対応 

⑦拠点に求められる役割に応じた整備 

⑧マイカー訪問の過多による渋滞 

 

※番号は 36ページに示す都市の課題における現状の分類番号に対応しています。  
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第 3章 未来につなぐ都市づくりプランにおける基本的な方針 

 

（１）まちづくりの目標 

本プランのまちづくりの目標について、上位計画である「宇治市都市計画マスタープラン」の将来都市構造

を実現するため、都市計画マスタープランで掲げている都市づくりの基本目標の実現を目指すこととします。 

本プランでは、このまちづくりの目標の実現に向けて、都市機能や居住の誘導を図っていきます。 

 

都市計画マスタープランにおける都市づくりの基本目標 

 

 

（２）まちづくりの基本方針と目指すべき都市活動のイメージ 

本市の概況や課題を受けて、本プランにおけるまちづくりの基本的な方針と目指すべき都市活動を次のよう

に設定しました。 

 

■拠点の役割に応じた充実・強化 

本市の主要な鉄道駅周辺は都市計画マスタープランにおいて拠点（中枢/連携/地域）に位置付けられて

おり、各種都市機能集積が一定見られます。 

しかし、人口減少は続いており、将来推計でもその減少傾向が続く見込みであり、今後、人口減少に伴っ

て、人口密度の低下やそれに伴う空き家の増加など様々な問題の発生も予想されます。 

そのため、拠点を中心に生活利便サービスを享受できるように、公共交通ネットワークの充実を図りなが

ら、各拠点に求められる役割の明確化とそれに応じた都市機能の充実・強化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

（目指すべき都市活動のイメージ） 

・観光に訪れる人や市民が賑わいを感じながら楽しんで買い物ができる 

・駅前へのアクセス性が向上し、生活利便性が高まると共に、更なる賑わいが生まれている 

・通勤途中などの際に気軽に行政手続きができる 

・駅周辺エリアに地域交流施設ができ、様々な世代が気軽に集まれる交流スペースができている 

など 
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■多様な暮らしに対応できるまちづくり 

本市は、京都市中心部や大阪府方面への交通利便性が高くベッドタウンとしての役割を果たすとともに、

京都府南部地域において、雇用の場の提供や地域経済をけん引する役割も担っています。 

このように古くからの既成市街地とその周辺に計画的に整備された住宅地を抱える住宅都市、雇用の場

を抱える工業都市、豊かな自然環境や歴史文化資源を抱える観光都市など様々な顔を持っています。 

そのため、引き続き社会状況や人口動向が大きく変化していく中で、従来のようなライフスタイルだけでな

く、ライフステージにあった暮らし方、職住近接の生活の実現、新たな生活様式への対応など多様な暮らしに

対応できるまちづくりを進めていきます。 

 

 

 

 

■安全・安心な環境づくり 

本市における災害リスクとして、ゲリラ豪雨や台風等による浸水、土砂災害などが挙げられます。 

定住人口の確保の観点より、安全・安心に暮らせる居住環境の確保と、事業者の操業環境の確保や観光

客が安心して観光できる環境づくりなどを考慮し、災害リスクに適切に対応した、ソフト面・ハード面の対策

を組み合わせた総合的な防災対策による安全・安心な環境づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

■公共交通が利用しやすい交通環境づくり 

本市は、鉄道網が充実している一方で、バス・徒歩の交通分担率は小さく、自動車・自家用車への依存度

が比較的高いライフスタイルがうかがえます。 

今後もこのような状況が続くと、人口減少の進行とあいまって、バス路線の維持が困難となり、公共交通

にアクセスできない地域で暮らす住民の生活利便性が著しく低下することが懸念されることから、自家用車

がなくても生活ができるように、充実した鉄道網を活かしつつ、バス等も含めて総合的に公共交通が利用し

やすい交通環境を維持する取り組みを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

（目指すべき都市活動のイメージ） 

・内水被害対策や土砂災害対策が進み、安全・安心に暮らせる場所が広がりつつある 

・住んでいる地区のハザードエリアや避難場所（安全な場所）を理解し、災害に備えた暮らしができて

いる 

・災害時の外国人支援体制を構築するなど外国人観光客にも配慮した防災まちづくりが進みつつある                                              

など 

（目指すべき都市活動のイメージ） 

・駅前マンション建設や、子育て・子育ちにやさしいまちづくりが進み、働き盛りの若い世代が増えて

きている 

・空き家を活用して、地域住民が気軽に集まれる交流スペースができている 

・市内に働く場が出来て、職住近接の住みやすいまちになっている 

・豊かな自然環境とふれあう場で、その恩恵を感じる暮らしができている 

など 

（目指すべき都市活動のイメージ） 

・車中心だった駅前空間が歩いて楽しめる空間になっている 

・まちづくりと連携した取組や利用啓発などにより、既存公共交通が維持されている 

・高齢者の外出支援の取組やバリアフリー対応の車両導入により、公共交通の利用者が増えている 

・まちなかで気軽にカーシェアが利用できる環境が整っている 

など 
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（3）まちづくりの目標とまちづくりの基本方針の実現に向けて 

まちづくりの目標の実現向けて、立地適正化計画の制度を活用しつつ、地域の特徴を活かした効率的な土

地利用を目指し、便利で安全に暮らすことができる場所に居住を誘導する区域（居住誘導区域）や、人が集ま

りやすい場所に生活の利便性が向上する都市サービス施設を誘導する区域（都市機能誘導区域）と誘導すべ

き施設（誘導施設）などを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街化区域のうち、人口密度を維持し、

生活サービスやコミュニティが持続的に

確保されるよう、居住を誘導すべき区域 

居住誘導区域 【第 4章】 

頻発・激甚化する自然災害に対応するた

め、誘導区域における安全確保策を定め

る指針 

防災指針 【第 6章】 

居住誘導区域のうち、医療・福祉・商業

等の都市サービス機能を誘導することに

より、効率的な提供を図る区域 

都市機能誘導区域 【第 5章】 

医療・福祉・商業等、都市機能の増進に

寄与し、居住者の利便のために誘導すべ

き施設 

誘導施設 【第 5章】 

その他の区域 

（居住誘導区域外） 


